
茅　陽一氏地球環境産業技術研究機構理事長
記
念
講
演

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

温
度
目
標
若
干
の
緩
和
を
温
暖
化
問
題

　
今
回
の
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た

九
州
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

花

田
寛
会
長

キ
ュ
ー
ヘ
ン
社

長

の
創
立

周
年
記
念
講
演

会
で
は
、
茅
陽
一
座
長
が
登

壇
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を

取
り
巻
く
課
題
」
の
演
題
で
講

演
し
た
。
そ
の
な
か
で
茅
座
長

は
原
子
力
発
電
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
に
そ
れ
ぞ
れ

触
れ
な
が
ら
、
温
暖
化
問
題
に

関
し
て
は
「

世
界
で
達
成
す

べ
き
温
度
上
昇
抑
制
目
標
の

２
度
目
標
と
こ
れ
に
基
づ
く
２

０
５
０
年
目
標
達
成
は
困
難
だ

が
、
温
度
目
標
の
若
干
の
緩
和

に
よ
っ
て
経
済
的
実
行
可
能
性

が
大
幅
に
改
善
す
る
」
と
の
解

決
案
を
示
し
た
。

■
　
　
□

　
原
子
力
停
止
の
影
響
は
経
済

的
に
も
大
き
い
。
火
力
発
電
施

設
を
動
か
す
た
め
３
・

以

後
、
ガ
ス
・
石
油
の
購
入
に
か

か
る
費
用
は
３
年
間
で
９
兆
円

以
上
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は

国
民
経
済
的
に
も
大
き
な
損
失

で
、
原
発
の
再
稼
働
を
急
ぐ
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
課
題
で
あ
る
重
大
原
子
力
事

故
は
で
き
る
だ
け
防
ぐ
べ
き
だ

が
、
そ
の
リ
ス
ク
の
コ
ス
ト
換

算
値
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り

２
―
３
円
以
下
に
と
ど
ま
る
だ

ろ
う
。

　
発
電
に
お
い
て
原
子
力
は
一

定
の
シ
ェ
ア
を
持
た
せ
る
べ
き

で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
拡
大
す
べ
き
で
は
あ
る

が
、
出
力
変
動
に
よ
っ
て
拡
大

に
限
度
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
き

く
す
る
に
は
大
変
高
額
な
蓄
電

装
置
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
平

均
電
力
コ
ス
ト
の
３
倍
に
も
な

る
な
ど
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
。

　
温
暖
化
は
重
大
な
問
題
だ

が
、
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
は

危
険
な
人
為
的
干
渉
の
排
除
な

ど
を
目
的
と
す
る
。
た
だ
、
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

報
告
に
は
２

度
上
昇
を
目
標
と
す
る
記
述
は

ど
こ
に
も
な
い
。
条
約
第
２
条

の
精
神
に
そ
っ
て
経
済
的
に
実

現
可
能
性
の
低
い
２
度
目
標
を

少
し
緩
め
る
べ
き
で
あ
り
、
２

・
５
度
に
目
標
を
修
正
す
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。

　
大
分
県
の
国
東
半
島
沖
に
浮
か
ぶ
姫
島
は
１
９
５
０
年

昭

、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。
伝
説

の
島
と
言
わ
れ
る
姫
島
に
は
、
お
姫
様
に
ま
つ
わ
る
も
の

な
ど
数
多
く
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
姫
島
七
不
思
議
と
し

て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
対
岸
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で

分
ほ

ど
で
渡
れ
る
姫
島
は
、
今
年

月
に
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
認

定
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
珍
蝶
・
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
飛
来
す

る
な
ど
天
然
の
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。

伝説の島　ジオパークに認定　　国東半島沖「姫島」
珍
蝶
飛
来
豊
か
な
天
然
観
光
資
源

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
移
動
距
離

は
１
０
０
０

を
超
え
る

と
さ
れ
て
い
る

姫
島

　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
、
渡
り
を

す
る
優
雅
な
チ
ョ
ウ
で
、
海
岸

に
自
生
す
る
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
の

蜜
を
も
と
め
て
、
５
月
上
旬
か

ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
、
南
の

地
か
ら
飛
来
し
、
休
息
し
た

後
、
涼
し
い
北
の
地
に
向
か
っ

て
飛
び
立
つ
。
移
動
距
離
は
１

０
０
０

を
超
え
る
と
さ
れ

る
。

月
中
旬
ご
ろ
、
自
生
す

る
フ
ジ
バ
カ
マ
の
花
の
蜜
を
も

と
め
て
、
北
の
地
か
ら
飛
来

し
、
休
息
し
た
後
、
暖
か
い
南

の
地
に
向
か
っ
て
飛
び
立
つ
。

　
姫
島
は
地
表
に
露
出
し
観
察

が
容
易
な
黒
曜
石
産
地
と
し

て
、
北
海
道
の
十
勝

白
滝
地

方

や
長
野
県
霧
ケ
峰
周
辺
な

ど
と
並
び
全
国
的
に
貴
重
だ
。

露
天
の
黒
曜
石
は
、
観
音
崎
一

帯
に
見
ら
れ
、
こ
の
黒
曜
石
が

波
に
洗
わ
れ
る
様
は
壮
観
で
あ

り
、
ほ
か
で
は
見
ら
れ
な
い
景

観
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全

国
の
黒
曜
石
が
黒
色
で
あ
る
の

に
対
し
、
姫
島
産
黒
曜
石
は
乳

白
色
で
珍
し
い
。

　
黒
曜
石
は
火
山
の
岩
し
ょ
う

が
地
表
上
に
噴
出
し
て
急
速
に

固
ま
っ
た
火
山
岩
の
一
種
。
石

器
時
代
に
は
「
矢
じ
り
」
な
ど

に
重
用
さ
れ
、
特
に
縄
文
時
代

に
利
用
の
急
激
な
拡
大
が
み
ら

れ
る
。

　
姫
島
か
ら
海
を
渡
っ
て
運
ば

れ
た
黒
曜
石
は
、
九
州
だ
け
で

は
な
く
四
国
や
中
国
地
方
の
遺

跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。

姫
島
七
不
思
議
の
一
つ
で
あ

る
観
音
崎
千
人
堂
付
近
の

崖
。
露
岩
の
状
態
で
あ
る
黒

曜
石
は
珍
し
い

地
域
の
模
範
的
な
製
造
現
場

東芝大分工場独自の環境負荷低減活動
半
導
体
基
幹
工
場
ム
ダ
排
除
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
最
新
技
術
活
用
促
す

地熱エネルギー歴史ある天然資源活用
　
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主
宰
す
る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

」

茅
陽
一
座
長

地
球
環
境
産
業
技
術

研
究
機
構
理
事
長

は
、

月

―

日
の
３
日
間
、
先
進
的
な
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
視
察
す
る
環

境
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
茅
座
長
に
よ
る
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ
創
立

周
年
を
記
念

し
て
の
特
別
講
演
を
聴
講
し
た
ほ
か
、
九
州
電
力
の
八
丁
原
地
熱
発
電
所
、
東
芝
大
分
工
場
の
環
境
保
全

活
動
を
見
学
。
ま
た
、
こ
の

月
に
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
姫
島
」
の
自
然
を
観
察
し

た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
保
全
か
ら
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
た
。

九
州
電
力
八
丁
原
地
熱
発
電
所マグマだまり効率探査でコスト低減

九
重
観
光
ホ
テ
ル
の
発
電
出

力
計
。
安
定
し
て
１
０
０
０

未
満
の
出
力
で
稼
働

　
東
芝
大
分
工
場

大
分
市

は
同
社
の
半
導
体
製
造
の
過
半

を
担
う
基
幹
工
場
の
一
つ
だ
。

３
交
代
勤
務
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
従
業
員
数
は
２
５
０
０
人

を
超
え
る
。
そ
の
た
め
、
独
自

の
環
境
負
荷
低
減
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
地
域
の
模
範

的
な
製
造
現
場
で
も
あ
る
。

全
員
参
加

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
で
は
電
力
使
用

量
の
見
え
る
化
を
、
化
学
物
質

取
扱
量
の
削
減
で
は
使
用
段
階

で
の
削
減
を
、
廃
棄
物
総
排
出

量
の
削
減
で
は
排
水
の
処
理
活

用
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
環
境
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
同
工
場
の
中
川
尚
彦
施
設

管
理
部
長
は
「
全
員
参
加
で
ム

ダ
の
排
除
を
進
め
る
一
方
で
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
最
新
技
術

の
活
用
を
訴
え
て
い
る
」
と
説

明
す
る
。

　
排
水
の
浄
化
で
は
貴
重
な
資

源
で
あ
る
水
を
有
効
に
活
用
す

る
。
化
学
薬
剤
の
配
管
は
外
部

を
色
分
け
し
、
万
一
の
際
に
も

ト
ラ
ブ
ル
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
に
配
慮
し
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
　

　
廃
棄
物
の
削
減
で
は
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
向
上
な
ど
で
も
進
め

て
い
る
。
工
場
内
の
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
は
協
力
会
社
に
委

託
運
営
し
て
い
る
が
、
「
半
導

体
を
焼
き
付
け
た
ウ
エ
ハ
ー
は

知
財
で
も
あ
る
た
め
、
管
理
も

重
要
。
紛
失
・
盗
難
を
防
ぎ
な

が
ら
再
生
で
き
る
も
の
は
再
生

す
る
。
事
務
用
の
備
品
・
消
耗

品
に
つ
い
て
も
不
要
な
物
は
セ

ン
タ
ー
で
引
き
取
り
、
必
要
な

部
署
が
使
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
」
と
中
川
部
長
は
話
す
。

　
各
部
署
の
デ
ス
ク
か
ら
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
リ
サ
イ
ク
ル
資

材
の
在
庫
を
確
認
で
き
る
仕
組

み
が
あ
り
、
広
い
構
内
の
移
動

で
時
間
を
ム
ダ
に
し
な
い
工
夫

も
こ
ら
し
て
い
る
。

　
使
用
し
た
薬
剤
や
水
は
処
理

施
設
で
の
浄
化
工
程
を
経
て
河

川
に
、
半
導
体
工
場
建
屋
か
ら

の
排
気
に
つ
い
て
も
処
理
し
て

か
ら
外
部
に
放
出
さ
れ
る
。
地

域
の
理
解
も
重
要
な
た
め
、
地

域
住
民
を
工
場
に
招
き
、
環
境

保
全
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
ほ

か
、
地
域
の
小
学
校
で
は
環
境

啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

遊
び
心
が
大
切

　
ゴ
ミ
の
分
別
は
も
ち
ろ
ん
、

私
用
の
廃
棄
物
は
家
庭
へ
の
持

ち
帰
り
を
徹
底
し
て
い
る
の
も

同
工
場
で
の
活
動
の
特
徴
だ
。

息
が
詰
ま
り
そ
う
な
気
も
す
る

が
、
「
環
境
活
動
の
推
進
に
は

遊
び
心
も
必
要
」
と
説
明
す

る
の
は
、
同
工
場
の
首
藤
俊
祐

環
境
保
全
担
当
グ
ル
ー
プ
長
。

「
３
Ｒ
体
操
と
い
う
独
自
の
体

操
も
取
り
入
れ
て
、
楽
し
い
活

動
で
関
心
を
持
た
せ
て
い
る
」

と
い
う
。
こ
れ
は
３
Ｒ

リ
デ

ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル

活
動
を
明
る
く
す
る
の

が
狙
い
で
、
ゴ
ミ
拾
い
＆
分
別

を
す
る
動
作
や
身
体
で
「
Ｒ
」

を
表
現
す
る
よ
う
な
動
き
も
あ

る
。

　
体
操
の
ベ
ー
ス
は
ヨ
ガ
で
、

ス
ト
レ
ッ
チ
の
要
素
も
取
り
入

れ
て
お
り
、
筋
肉
の
弛
緩
と
３

し

か
ん

Ｒ
活
動
の
取
り
組
み
推
進
の
意

識
付
け
を
同
時
に
行
え
る
の
が

利
点
だ
。
こ
れ
以
外
に
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
と
し
て

節
電

川
柳

な
ど
も
募
っ
て
発
表
し

て
い
る
。

東
芝
大
分
工
場
の
薬
品
処
理
ラ

イ
ン
は
配
管
を
色
分
け
し
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
配
慮
し
て
い
る

　九州電力八丁原発電所の発電機
　

　運転制御を担う大岳発電所の歴史は
半世紀になる

安
定
供
給
源

　
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
は

九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

周
囲
１
０
０

に
及
ぶ
世
界

最
大
級
の
カ
ル
デ
ラ
地
形
と
北

東
部
に
連
な
る
九
重
火
山
群
か

ら
な
る
。
今
も
活
発
な
活
動
を

続
け
る
活
火
山
で
地
球
の
鼓
動

が
体
感
で
き
る
。
そ
の
隣
接
地

に
位
置
す
る
九
州
電
力
八
丁
原

発
電
所

大
分
県
九
重
町
、
出

力
１
万
１
０
０
０

は
、

わ
が
国
最
大
級
の
地
熱
発
電

所
。
１
９
７
７
年
に
１
号
機

が
、

年
に
２
号
機
が
完
成
し

た
。
発
電
所
の
運
転
制
御
は
、

２

離
れ
て
い
る
大
岳
発
電

所

同
、
出
力
１
万
２
５
０
０

が
担
当
し
て
い
る
。

　
九
電
は
六
つ
の
地
熱
発
電
所

を
管
内
に
持
つ
が
、
い
ず
れ
も

安
定
供
給
源
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。

熱
の
貯
蔵
庫

　
地
熱
発
電
は
地
中
か
ら
取
り

出
し
た
蒸
気
で
直
接
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
、
電
気
を
作
る
仕
組

み
。
一
般
に
地
球
は
地
中
深
く

な
る
に
つ
れ
、
温
度
が
上
が

り
、
深
さ

―

で
１
０

０
０
度
Ｃ
程
度
と
考
え
ら
れ
、

熱
の
貯
蔵
庫
と
言
え
る
。

　
そ
れ
を
現
在
の
技
術
で
取
り

出
す
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
火

山
や
噴
気
孔
、
硫
気
孔
な
ど
の

あ
る
地
熱
地
帯
に
は
、
深
さ
数

と
い
う
浅
い
と
こ
ろ
に
１

０
０
０
度
Ｃ
前
後
の
マ
グ
マ
だ

ま
り
が
あ
り
、
こ
れ
を
利
用
す

る
の
が
可
能
だ
。

　
こ
の
「
マ
グ
マ
だ
ま
り
を
地

表
か
ら
探
り
あ
て
る
力
が
発
電

所
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
高
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
八

丁
原
発
電
所
の
佐
藤
和
秋
副
所

長
は
解
説
す
る
。

　
今
後
の
地
熱
利
用
拡
大
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
は
国
立
公
園

法
な
ど
の
規
制
緩
和
だ
。
規
制

緩
和
と
い
う
意
味
で
は
、
電
力

自
由
化
の
流
れ
を
受
け
た
施
設

と
し
て
、
八
丁
原
か
ら

ほ
ど
に
立
地
す
る
九
重
観
光
ホ

テ
ル

大
分
県
九
重
町

が
あ

る
。
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園

内
に
あ
る
同
ホ
テ
ル
は
周
辺
の

旅
館
な
ど
と
同
様
に
、
温
泉
が

売
り
物
の
宿
。
そ
の
た
め
、
湯

量
が
豊
富
で
温
度
も
高
い
温
泉

が
湧
く
。

温
泉
宿
支
え
る

　

年
に
ミ
ニ
地
熱
発
電
の
実

験
を
始
め
、

年
に
九
州
通
産

局
当
時
か
ら
、

年
に
環
境

庁
同
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
認
可
を

取
得
し
た
。

年
に
九
重
地
熱

発
電
所
と
し
て
５
０
０

で

運
転
を
開
始
。

年

月
に
は

発
電
能
力
を
９
０
０

に
変

更
し
、

年
に
は
地
熱
発
電
と

し
て
は
初
め
て
グ
リ
ー
ン
電
力

証
書
の
認
定
を
受
け
た
。
規
制

緩
和
が
進
め
ば
出
力
を
高
め
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
同
ホ
テ
ル
敷
地
内
と
牧
の
戸

温
泉
の
敷
地
内
か
ら
取
り
出
さ

れ
た
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ホ

テ
ル
お
よ
び
近
接
す
る
牧
の
戸

キ
ャ
ン
プ
村
の
電
力
・
暖
房
・

給
湯
・
温
泉
浴
場
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 １２月４日 水曜日 　　

　整然としているリサイクルセンター
　

　従業員が取り組む環境体操


